
竹
の
台
陳
列
館
で
開
催
さ
れ
た
。
審
査
委
員
長
は
福
原
錬
二
郎
。
日
本
画
部
審

査
委
員
は
小
室
翠
雲
、
菊
池
契
月
、
結
城
素
明
、
鏑
木
清
方
、
西
山
翠
娼
、
松

林
桂
月
、
橋
本
関
雪
、
川
村
曼
舟
、
松
岡
映
丘
、
西
洋
画
部
審
査
委
員
は
藤
島

武
二
、
満
谷
国
四
郎
、
中
川
八
郎
、
南
薫
造
、
中
沢
弘
光
、
長
原
孝
太
郎
、
太

田
喜
二
郎
、
金
山
平
三
、
石
川
寅
治
、
彫
刻
部
審
査
委
員
は
米
原
雲
海
、
山
崎

朝
雲
、
朝
倉
文
夫
、
北
村
西
海
、
北
村
西
望
、
建
畠
大
夢
で
、
推
薦
制
度
に
よ

る
最
初
の
推
薦
者
は
日
本
画
が
吉
川
霊
華
、
池
上
秀
畝
、
小
村
大
雲
、
山
内
多

門
、
平
福
百
穂
、
池
田
輝
方
、
田
中
頼
琉
、
土
田
麦
倦
、
川
北
霞
峰
、
田
近
竹

咄
、
西
洋
画
が
中
村
非
、
片
多
徳
郎
、
彫
刻
が
堀
進
二
、
池
田
勇
八
で
あ
っ
た

（
ー
本
校
教
官
。
1
1
そ
れ
以
外
の
本
校
卒
業
生
）
。

出
品
は
入
選
、
鑑
査
外
出
品
合
計
二

三
二
人
で
、
本
校
関
係
者
の
出
品
に
つ
い

て
は
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
十
八
巻
第
五
号
に
よ
れ
ば
、
入
選
者

一
七
五
人
中
の
本
校
教
員
、
卒
業
生
、
生
徒
は
計
一
〇
六
名
、
う
ち
日
本
画
科

―
二
名
、
西
洋
画
科
六
三
名
、
彫
刻
ニ
―
名
で
あ
っ
て
、
大
変
盛
況
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
授
賞
の
会
議
は
十
月
二
十
日
に
本
校
で
行
わ
れ
、
そ
の
結

果
、
推
薦
は
西
洋
画
の
田
辺
至
、
牧
野
虎
雄
、
大
久
保
作
次
郎
、
特
選
は
日
本

画
の
飛
田
周
山
、

石
崎
光
瑶
、

矢
沢
弦
月
、
広
島
晃
甫
、
西
洋
画
の
高
間
惣

七
、
相
馬
其
一

、
熊
岡
美
彦
、
安
宅
安
五
郎
、
新
井
完
、
清
水
良
雄
、
柚
木
久

太
、
大
野
隆
徳
、
彫
刻
の

EI田
三
郎
と
決
定
し
た
（
ー
本
校
教
官
。
1
1
そ
れ
以
外

の
本
校
卒
業
生
）
。

特
に
広
島
晃
甫
は
出
品
作
「
青
衣
の
女
」
の
斬
新
さ
と
長
い

間
逼
塞
を
続
け
た
後
の
突
然
の
栄
光
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
さ
ら
に
「
青
衣
の

女
」
が
院
展
落
選
作
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
一
躍
脚
光
を
浴
び
、

宇
野
浩
二
と
並
ん
で
画
壇
の
広
島
晃
甫
と
も
て

は
や
さ
れ
た
。
彼
は
翌
年
の
第

二
回
帝
展
で
も
特
選
と
な

っ
た
。

文
壇
の

筆
者
鎌
田
は
、
正
木
校
長
の
意
志
通
り
に
大
正
九
年
、
文
部
省
か
ら
光
化

学
及
び
写
真
術
研
究
の
た
め
、
米
国
及
英
国
、
独
逸
国
に
留
学
を
命
ず
と
の

辞
令
を
貰
い
、
大
正
九
年
一
月
出
発
、
先
づ
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
次

に

英

国
、
次
に
独
逸
、
そ
れ
か
ら
澳
国
に
移
り
、
ア
メ
リ
カ
の

R
o
c
h
e
s
t
e
r
に
あ

〔

g〕

[
r〕

る
K
o
d
a
k
会
社
の

R
e
s
e
rc
h
L
a
 bo
la
 to
ry

や
、
英
国
ロ
ン
ド
ン
の
L
.
C
.

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

更
に
時
期
を
見
て
定
員
を
増
加
し
廣
<
-音
楽
文
藝
等
に
亙
り
て
も
夫
々
大
家

を
推
薦
網
羅
す
る
の
時
代
遠
か
ら
ず
到
来
す
べ
し
と
信
ず
要
す
る
に
今
日

は
遠
大
な
る
企
圏
に
酎
す
る
端
緒
を
開
き
た
り
と
云
ふ
に
過
ぎ
ず

（
大
正
九
年
九
月
七
日
『
東
京
朝
日
新
聞
』
）

と
言
明
し
た
が
、
そ
れ
は
昭
和
十
二
年
六
月
二
十
四
日
の
帝
国
芸
術
院
設
立
に

至
っ
て
実
現
す
る
。

⑨

鎌
田
弥
寿
治
留
学

大
正
八
年
十
月
二
十
七
日
、
臨
時
写
真
科
教
授
（
主
任
兼
理
事
）
鎌
田
弥
寿
治

は
光
化
学
お
よ
び
写
真
製
版
研
究
の
た
め
満
二
年
間
米
国
、
英
国
留
学
を
命
ぜ

ら
れ
た
。
追
っ
て
十
一
月
七
日
、
留
学
国
に
フ
ラ
ン
ス
を
加
え
る
こ
と
を
文
部

省
よ
り
命
ぜ
ら
れ
、
翌
九
年
一
月
十
四
日
、
陸
軍
省
か
ら
も
航
空
写
真
機
の
調

査
を
嘱
託
さ
れ
、
同
年
一
月
二
十
一
日
出
発
。
翌
十
年
二
月
四
日
に
は
さ
ら
に

文
部
省
か
ら
ド
イ
ッ
留
学
も
命
ぜ
ら
れ
た
。
『
日
本
写
真
教
育
史
』
（
昭
和
五
十

年
。
東
京
写
真
大
学
短
期
大
学
部
出
版
部
）
の
な
か
で
鎌
田
は
こ
れ
に
つ
い
て
次
の

帝
国
美
術
院
創
設
の
際
に
文
部
大
臣
中
橋
徳
五
郎
は
、
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澳
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p
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を

巡

歴

し

最

後

の

W
i
e
n
の
学
校
で
は
約
半
年
間
程
、
E
d
e
r
先
生
お
よ
び

V
a
l
e
n
t
a

先
生
の

指
導
の
下
で
惑
光
色
素
の
こ
と
や
写
真
乳
剤
製
造
の
こ
と
を
主
と
し
て
研
究

し
て
、
大
正
十
一
年
―
―
一
月
に
帰
朝
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
等
諸
国
の
写
真

や
印
刷
に
関
す
る
研
究
所
や
実
工
場
も
多
数
見
せ
て
も
ら
っ
た
。

芝
浦
に
高
等
工
芸
学
校
を
新
設
し
、
臨
時
写
真
科
を
そ
こ
へ
移
転
さ
せ
る
こ

と
は
鎌
田
が
留
学
す
る
前
に
内
定
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
帰
国
後
暫
く
し

て
鎌
田
を
は
じ
め
職
員
、
施
設
が
そ

っ
く
り
移
転
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
こ
の

留
学
の
成
果
は
本
校
で
は
ほ
と
ん
ど
生
か
さ
れ
な
か
っ
た
。

⑩
東
台
彫
塑
会
と
朝
倉
文
夫

大
正
八
年
十
一
月
六
日
、
本
校
彫
刻
科
を
卒
業
し
た
官
展
花
形
作
家
た
ち
が

中
心
と
な
っ
て
東
台
彫
塑
会
を
結
成
し
た
。
同
年
同
月
五
日
の
『
万
朝
報
』
は

次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

0
東
嚢
彫
塑
會

I

I
斯
界
の
花
形
を
網
羅
す

東
京
美
術
學
校
出
身
の
青
年
彫
塑
家
連
を
一
園
と
し
た
東
豪
彫
塑
會
は
、
六

日
午
後
六
時
か
ら
上
野
精
養
軒
に
殺
會
式
を
學
げ
る
、
顔
燭
は
石
川
確
治
、

井
上
久
緻
、
新
田
藤
太
郎
、
小
倉
右
一
郎
、
大
國
貞
蔵
、
片
岡
角
太
郎
、
吉

田
三
郎
、
内
藤
伸
、
矢
野
誠
一
、
桝
澤
清
、
藤
川
勇
造
、
幸
崎
伊
次
郎
、
朝

〔

聖

〕

倉
文
夫
、
齋
藤
素
巖
、
笹
野
恵
三
、
島
村
治
文
、
日
名
子
質
三
、
閥
野
衷
雲

の
十
八
氏
、
先
づ
彫
刻
界
の
花
形
を
網
羅
し
た
と
い
つ
て
も
可
い
、
毎
年
一

回
展
雙
會
を
開
い
て
作
品
を
稜
表
す
る
計
聾
も
あ
り
、
青
年
宜
業
家
田
鍋
一

二
氏
が
後
援
者
と
し
て
鰹
済
方
面
を
擦
任
す
る
と
云
ふ
會
員
の
一
人
石
川

確
治
氏
は
曰
く
『
慈
う
云
ふ
圃
儒
は
反
抗
的
に
成
立
す
る
も
の
4

や
う
に
思

は
れ
る
場
合
が
多
い
が
、
此
會
は
全
く
そ
れ
と
は
違
ひ
、
殊
に
有
力
家
の
後

援
も
あ
り
、
幸
揺
に
登
逹
す
る
こ
と
と
思
ひ
ま
す
』

同
会
は
大
正
十
年
の
第
一
回
展
、
同
十
二
年
の
第
二
回
展
、
同
十
四
年
の
第

三
回
展
の
ほ
か
、
同
十
四
年
七
月
十
七
日
に
解
散
す
る
ま
で
に
大
阪
市
で
二

回
、
福
岡
市
で
二
回
、
佐
世
保
市
で
一
回
、
熊
本
市
で
一
回
展
覧
会
を
開
ぎ
、

本
校
彫
刻
科
卒
業
生
の
制
作
向
上
を
助
け
、
わ
が
国
彫
塑
界
の
中
心
勢
力
と
目

れ
た
。東

台
彫
塑
会
は
上
記
の
メ
ン
バ
ー
の
合
議
に
よ
り
成
立
し
た
会
で
あ
る
が
、

次
第
に
朝
倉
文
夫
以
下
数
名
が
牛
耳
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
。
帝
展
審
査
を
め

ぐ
っ
て
内
紛
が
起
こ
り
、
解
散
に
至
る
が
、
そ
れ
も
朝
倉
の
独
断
で
決
定
し
た
。

朝
倉
は
銅
像
作
家
の
渡
辺
長
男
（
明
治
三
十
二
年
本
校
卒
業
。
岡
崎
雪
声
の
女
婚
）
の

実
弟
で
明
治
四
十
年
本
校
彫
刻
科
卒
業
。
同
四
十
二
年
研
究
科
を
終
了
し
た
。

そ
の
前
年
の
第
二
回
文
展
に
「
闇
」
を
出
品
し
て
二
等
賞
を
獲
得
し
、

一
躍
名

を
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
も
引
続
き
第
三
回
文
展
で
「
山
か
ら
来
た

男
」
が
三
等
賞
、
第
四
回
文
展
で
「
墓
守
」
が
二
等
賞
、
第
五
回
文
展
で
「
土

人
の
顔
」
が
三
等
賞
、
第
六
回
文
展
で
「
若
き
日
の
か
げ
」
が
三
等
賞
、
第
七

回
文
展
で
「
含
羞
」
が
二
等
賞
、
第
八
回
文
展
で
「
い
づ
み
」
が
二
等
賞
と
、

立
て
続
け
に
高
位
の
賞
を
獲
得
し
、
大
正
五
年
の
第
十
回
文
展
よ
り
審
査
委
員

と
な
り
、
同
八
年
九
月
、
帝
展
審
査
委
員
と
な
っ
た
。
大
正
七
年
六
月
お
よ
び
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